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+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++
 
 ◇ 報告「宇宙環境利用の新たな時代を目指して　- 物質科学および生命
    科学における宇宙環境利用の視点から-」の公表（ご報告）
 ◇ 提言「我が国の子どもの成育環境の改善にむけて−成育空間の課題と
　　提言−」の公表 （ご報告） 
 
+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

■----------------------------------------------------------------- 
　報告「宇宙環境利用の新たな時代を目指して　- 物質科学および生命科
　学における宇宙環境利用の視点から-」の公表（ご報告）
------------------------------------------------------------------■

　基礎生物学委員会・臨床医学委員会・物理学委員会・総合工学委員会・
機械工学委員会・電気電子工学委員会合同重力加速度依存現象の科学・生
命科学検討分科会は、報告「宇宙環境利用の新たな時代を目指して−物質
科学および生命科学における宇宙環境利用の視点からー」を公表いたしま
した。

　宇宙環境を利用した研究活動の推進に向けて、以下の報告をまとめまし
た。

(1)国際宇宙ステーションを利用した研究が今後長期にわたって可能となる
   よう、アクセス機会の確保が求められる。　
(2)物質系における重力加速度依存現象の研究には、小型ロケット、航空機、
   落下坑など短時間微小重力環境利用機会の充実が望まれる。
(3)宇宙の人文利用を促進し、心の問題の研究や、絵画、舞踊などの宇宙環
   境芸術活動を促進することが望まれる。
(4)アジア地域諸国など外国の研究者に、宇宙環境利用の実験手段を開放し、
   科学者レベルでの連携を深めることが望まれる。
(5)宇宙環境利用の意義を、科学、技術、芸術、外交などの視点から理解し、
　 かつ、全体をシステムとして運用できる人材を育成することが望まれる。
　　　　　　　　　　　　　　
　報告全文は、日本学術会議ホームページの以下のＵＲＬに掲載しております。
　　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html
　　
【お問い合わせ先】 
　　日本学術会議総合工学委員会　生産科学分科会委員長　　日比谷孟俊　
　　(慶應義塾大学大学院システムデザインマネジメント研究科)
　　Ｔｅｌ：０４５―５６４―２４７２
　　

■----------------------------------------------------------------- 
　提言「我が国の子どもの成育環境の改善にむけて−成育空間の課題と
　提言−」の公表 （ご報告） 
------------------------------------------------------------------■

　心理学・教育学委員会・臨床医学委員会・環境学委員会・土木工学・建
築学委員会合同子どもの成育環境分科会が、提言「我が国の子どもの成育
環境の改善にむけて−成育空間の課題と提言−」を公表いたしました。

　日本の子ども達は、少子化や核家族化の進行、地域コミュニティの崩壊
や群れて遊ぶ機会の減少などにより、国際的に比較して極めて孤独な状況
にあります。このような状況において、「子どもが群れる場の重要性」、
「多くの人によって子どもが育まれる場の重要性」、「子どもの視点に立
つ環境形成の場の重要性」という視点から、下記の提言を行いました。

　(1)子どもたちが群れて遊ぶ「公園・ひろば」の復活
　(2)多様な人に育まれる住環境整備の推進
　(3)遊び道の復活
　(4)自然体験が可能な環境づくり
　(5)健康を見守る医療環境づくり
　(6)健康生活のための環境基準の整備
　(7)地域コミュニティの拠点としての教育・保育環境整備
　(8)活発な運動を喚起する施設・都市空間づくり　

　提言全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。 
　　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html
　
【お問い合わせ先】 
　日本学術会議事務局参事官（審議第二担当）付
　Tel：03-3403-1056 Fax：03-3403-1640 E-mail:s253@scj.go.jp


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-09.html
********************************************************************

====================================================================　
　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
====================================================================
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
